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はじめに
このたびはランニングマシンをお買い上げいただき誠にありがとうございます。
安全に正しくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みください。

お求めいただきましたランニングマシンは当社の厳重な品質管理の下に生産されています。しかし、運送中の振
動などで製品に緩み等が生じる恐れがあります。ランニングマシンをお受け取りになるときに点検済みか確認し
てください。当時に、取扱説明書をお受け取りになり、大切に保管してください。お子様のご使用につきまして
は、保護者の方が必ずお読みいただきご指導ください。

● ご使用後は電源を切ってください。







本体を水平の状態に置いてください。

図1のように、右支柱のロックレバーを時計回りに緩みます。

そして、図2のように、支柱を起こして、ロックレバーを反時計回りに締めます。

（ご注意：図2の組立は2人以上が必要です。）

図2

図1

番号 名称
ボルトM8*16
ソケットレンチ
5mm六角レンチ
6mm六角レンチ
ワッシャーM8A
ワッシャーM8B

リモコン
スマホホルダー
ハンドルバー

安全キー
ルームランナー本体
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パーツリスト

組み立て方



スマホホルダーを支柱のスロットに差し込みます。

安全キーを図のような位置に装置します。

（本製品は、安全キーマグネットが安全キー

ホルダーにセットされていない限り起動しません。）

カバー

支柱にある2つのカバーを外します。

ハンドルバーを支柱の穴に乗せ、内側

からボルトM8*16、ワッシャーM8A.

M8Bを通し、レンチで締付けます。

そして、先外したカバーを支柱の内側に

乗せます。

ロックレバーの強度調節：

ご注意：

必ず上記の要求通りに取り付けが完了したことを確認したうえで、すべてのネジ

をきつく締めるし、漏れがないことを確認してから電源を入れます。

本製品の底部に6つの調節マットがあり、地面の平らな状況に応じて調節すること

ができます。すべてのマットが着地していることを確認してください。

異音とケガの原因になります。

M8AM8B

M8*16

組み立て方

本製品はロックレバーを適当な強度に調節していた状態で出荷しております。

でも、腕の力は個人的には違いますので、自分のお好みに合わせてロックレバーの強さを調節する

ことができます。緩すぎるとロックしても、折りたたみフレームが適切に固定できなくなり、

事故やケガの原因になります。また、きつすぎるとロックできなくなったり、破損の原因となりますので、

堅さには十分気を付けて調節してください。

①左支柱の下にあるゴム栓（丸型）を外します。

②付属のソケットレンチを入れて奥にあるナット②付属のソケットレンチを入れて奥にあるナット

に合わせます。ソケットレンチの穴に付属の六角

レンチを組み合わせてナットを締めたり緩めたり

することができます。

③調節が終わったらゴム栓で穴を塞ぎます。



2.本製品は、安全キーマグネットが安全キーホルダーにセットされていない限り起動しません。

転倒などにより、安全キーマグネットが外れると、すべての動作がストップする仕様となっています。

3.本体とリモコンのペアリング：本体の電源を入れ、リモコンの「開始/停止」ボタンを

長押し（7秒）すると、警告音ピッピッピが鳴るまでペアリング完了です。

4.安全キーをご使用者の上着の裾などに必ず取り付けてください。

※ご使用中に安全キーが外れると運転中のルームランナーが直ちに停止し、危険を軽減します。

ディスプレイはすべての機能を停止し、ビープ音が鳴ります。 

1.電源プラグをコンセントに差し、本体の電源を入れます。

操作説明

操作/表示 パネル



12種類のプログラムが設定できます。

走行パターンの中からお好きなものをお選びいただけます。

①お好みの番号になるまでプログラムボタンを押し、決定後スタートボタンを押して下さい。

②基本は10分です、5:00 から99:00分まではマニュアル調整できます。
プログラムを選択して、次にモードを押します。その後、時間の設定画面に切り替わりますので、

スピード(+ー)で時間設定をして下さい。最後にスタートを押してトレーニングが開始できます。

③途中でスピードが変更できます。③途中でスピードが変更できます。
(プログラムからパターンが設定できます。また、例えば、プログラムP1で設定した場合でも、途中で速度調整が手動で出来ます。

但し、10分設定で使用する場合、3分目で速度調整をしても、4分目にはプログラムP1の設定速度に戻ってしまいます。また、30分

設定をした場合は、3の倍数で切り替わる為、1分目×3倍=3分間となり、プログラムP1の場合、1分毎の速度変更→3分毎の速度変

更となります。) 

プログラム



図のように、ハンドルを時計回りに緩みます。
支柱のロックレバーを時計回りに緩みます。
そして、支柱を下した、ロックレバーを反時計回りに締めます。
※支柱を下した状態に時速1ɷ6km/h。
※リモコンは支柱を下した状態しか使えません。

支柱を下した

シリコンオイルの塗布



ランニングベルトの調整



7

電圧異常 

トラブルシューティング



保証規定


